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令和３年度 都城市立五十市小学校 学校関係者評価書
段階評価（ ４ 期待以上 ３ ほぼ期待通り ２ ふつう １ 改善を要する ）

重点目標 評価項目 評価基準 評価結果 自己評価 改善及び対策 学校関係者評価コメント
学校関係
者評価

○ 小中一貫学びのスタンダード 学習内容の理解 学年の漢字や計算の到達度 単元テストの平均点 単元テストの平均点は、どのクラ 〇 学力に関しては、個人差が大きいのではないか「 」 2.7
と主題研究（メンター方式）によ ８０％以上、全学年で実施す は、目標の８０点以上を スも目標の８０％以上を達成できた と思う。算数は少人数での指導等も行われている

確 り授業力アップを図る。 るＣＲＴ結果で評定１の出現率 達成できた。 が、個人差が大きい。活用する力も が、児童に学力がつくよう指導をお願いしたい。職員 2.5
か ○ 習熟度別の授業や少人数授業を を全校で２ポイント下げる。 育てていく必要がある。個別指導や 〇 タブレットやパソコンを使うことで、学習意欲
な 積極的に導入し、下位層の児童の 単元ごとのテストで平均点８０ 少人数指導の充実を図り、指導の工 の向上にも繋がっているようであるが、読み・書保護者 2.8
学 学力向上を図る。 ％以上 夫・改善に努めていく。 きといった基本的なことをしっかりと身に付けさ
力 ○ ドリルタイム・パワーアップタ せることが大切なので、しっかりと指導をお願い児童 3.2
の イムを活用し、基礎的・基本的内 学習意欲 意欲的に学習に取り組む児 ９０％以上の児童が学 児童用のタブレットが支給され、 したい。タブレットやパソコンを使うことが目的2.5 2.8
育 容の定着を図る。 童の割合が８０％以上 習に意欲的に取り組んで 職員研修でＩＣＴの活用に関して研 ではないという説明で活用に関して理解できた。
成 ○ 「家庭学習手引き」の活用の いる。 修し 児童が意欲的に活用している 〇 学力に関しては、家庭での学習も大切である。職員 2.7 2.6 、 。

徹底と「読み声 「ふれあい読 教材研究に努め、授業力向上を図っ 保護者に学力を身に付ける必要性を理解させるよ」 保護者 24
書 「ノーテレビタイム運動」を ていきたい。 うな啓発の方法を工夫していく必要がある。」 児童 3.2
推進する。 家庭学習 家庭学習が習慣化した児童 ９０％以上の児童が、 家庭学習に関しては、個人差が大 〇 読書に関しては、色々な本に触れることができ2.5

の割合が８０％以上 家庭学習に進んで取り組 きい。家庭学習について保護者への るよう環境も必要ではないか。学校の図書ばかり職員 2.6
※ 以上の手段によりＣＲＴテスト んでいると感じている。 啓発を工夫しながら行っていく。 でなく、市立図書館等の本にも親しめるような取保護者 2.4
で評定１の出現率を全学年で２ポ 組ができればよい。児童 3.3
イント下げる。 読書 進んで読書をしようとする 児童と職員の評価は高 図書室でのイベントや読書貯金箱 〇 家庭でテレビを見なかったりする日を設ける等2.7

児童の割合８０％以上 いが、保護者の評価がそ 等により、児童の読書冊数は伸びて のノーメディアの取組についても実施できるよう職員 2.5
れに比べると低い。 きている。家庭での読書について啓 にしていくとよい。保護者 2.8

発していく必要がある。児童 3.2
○ 生徒指導の三機能を生かした授 落ち着いて授業に 落ち着いて授業に取り組む 保護者の方が、児童が 全体的に落ち着いて学習に取り組 〇 挨拶はこちらからすると、挨拶する。2.7

豊 業づくりとＱ－Ｕの実施・分析、 取り組む雰囲気づ 児童の割合が９０％以上 落ち着いて授業に取り組 んでいる。支援の必要な児童に関し 〇 自分から挨拶ができる子もいるが、その子の性職員 2.5
か いじめ不登校対策委員会の充実に くり んでいると感じている。 ては、今後も学校全体で共通理解し 格にもよる。その子の性格に合った対応を心がけ保護者 2.9
な よりいじめ解消100％を目指す。 て取り組んでいく必要がある。個に ている。コロナ禍の中なので、大きな声も出せな児童
心 ○ 主題研究（道徳班）による研究 応じた学習の充実を図っていく。 いこともある。気持ちの面や言葉にすることの大
の をもとに「考える道徳 「議論する あいさつ 気持ちの良いあいさつがで 気持ち良い挨拶ができ 挨拶の声も年度当初に比べ、少し 切さについて指導することも必要である。」 2.5 2.6
育 道徳」を実践する。 きる児童の割合が９０％以上 ていると児童は答えてい ずつ大きくなってきている。よい挨 ○ 押しボタン式の横断歩道を渡り終えて、止まっ職員 2.4 3.3
成 ○ 五小っ子のくらし ＩＳＯ１ るが、もう一息と感じる 拶をしている児童に着目させる取り てくれた車に一礼する姿は見ていて気持ちがよ「 」「 」 保護者 2.7

「さしすせそ掃除」を徹底し、 保護者・職員も多い。 組みも行った。 い。これからも継続して取り組んでほしい。児童 3.0
職員自己評価による達成率８０％ きまりを守る意識 きまりを守れる児童の割合 全体的にきまりを守っ 「五小っ子のくらし」の共通理解 ○ 元気な挨拶ができ、グリーンベルトを通っての2.5
を目指す。 が８０％以上 ていると感じている評価 ・共通実践に努め、規範意識を高め 登下校もよくできている。職員 2.4

になっている。 るようにする。 ○ 下校時にグリーベルトを通らない児童がいるの保護者 27
で、安全面で指導してほしい・児童 3.0

○ 地域としても、子どもたちを見守り、サポート
できるようにしていきたい。

○ 体力向上プランに基づく体育科 元気よく運動し遊 進んで運動に取り組み、元 とても元気よく運動し 昼休み時間が短縮されたり、遊び ○ 運動会では、短い時間の中一人一人がよく判断3.0
健 指導の充実と外遊びを励行し、プ ぶ 気よく生活できる児童の割合 遊ぶ児童の割合が高い。 が制限されたりする中で、元気よく し行動している姿を見て感動した。職員 3.1.5
康 ランに示す目標値達成を目指す。 が９０％以上 体力テストに関しては、 遊ぶ児童が多かった。外遊びを奨励 ○ 早寝早起き朝ごはんは、昨年度よりアップして保護者 2.91
教 ○ 早寝・早起き・朝ご飯（朝トイ 点数が下がっている。 し体育学習での運動量を確保し、体 いる。学校での保護者への啓発があったりしたか児童 3.3
育 レ）立腰指導を徹底し、自己評価 力向上に努める。 らではないかと思う。
の による達成立８０％を目指す。 ･ 評価が高いのは、新型コロナ対応 ○ むし歯の治療率が悪い。治療勧告なども行って手洗い・うがい・ 手洗い・うがい・歯磨きの生 手洗い・うがい・歯磨 2 8 3.3
充 ○ 養護教諭との連携による偏食 で手洗いについて指導している成果 いるようだが、再度保護者への呼びかけをして、歯磨きの生活習慣 活習慣が身に付いた児童が９０ きについてたいへんよい 2.8
実 指導と栄養指導及び弁当の日の取 と考えられる。むし歯の治療率が低 治療率をアップしてほしい。％以上 答えた児童の割合が調査 職員 2.6
と 組の充実を図る。 く、保護者への啓発を継続して行っ ○ 子どもたちを取り巻く現在の環境を考えると、項目の中で一番高かった。保護者 3.0
体 ○ 安全教育を推進するとともに むし歯治療率約 ％ ていく必要がある。 視力低下も心配である。保護者を含めた啓発を今33 児童 3.3
力 避難訓練の改善・充実を図り、 ゲームや携帯電話等の使用により 後も行っていく必要がある。早寝・早起き・朝 早寝・早起き・朝ごはんに取 早寝・早起き・朝ごは 2.8
向 危機予知・回避能力を育成する。 生活リズムが崩れている児童が見ら ○ 朝の送迎を多く目にする。歩いて登校するようごはん り組むことができる児童が９０ んに取り組んだと答えた
上 ○ 早期治療の啓発によりむし歯治療 れる。家庭への啓発として、学校保 保護者へ呼びかけてほしい。近隣の商業施設等へ％以上 児童の割合も高い。 職員 2.6

率６０％を目指す。 健委員会で講和をしたが、さらに啓 の駐車も危険で迷惑である。保護者 3.0
発していく必要がある。児童 3.5

小中一貫と家庭 ○ 学校運営協議会・小中一貫教 育推進委員会の充実を図るとともに 地域コーディネータ 本年度も新型コロナ感染症拡大防 ○ コロナ禍の中で、地域と学校とが連携した活動、 、
・地域と一体と 社会教育関係団体等との連携を深め、地域の教育力を積極的に取り入れる。 止のため、学校運営協議会の開催が や取組が実施できないのは仕方ない面もある。コ
なった教育の推 ○ 今町小・五十市中との合同授業 研修会を３回実施し一貫教育の充実を図る。 難しく、小中合同の協議会は実施で ロナ禍の中で、一緒にできることを考えていく必
進 ○ 学校だより、ＨＰ等での積極的な情報公開と、新聞投稿を推進し 「若い目」掲載２０回を目指 きなかった。回数を減らしての回数 要がある。、

す。 となった。次年度、地域との連携を ○ 学校と地域、家庭との連携・協力をこれからも
図りながら地域の教育力を取り入れ 大切にしてほしい。3.2
た教育活動の充実を図っていく。 ○ ホームページのアクセス数がこの１年間で大き

、 。今町小・五十市中との合同授業研 く増えたのは 学校を知ってもらう上でよかった
究会を工夫しながら実施できた。 ○ ホームページや安心安全メールで、学校の情報
ＨＰの充実を図ることができ、閲 が早く分かったり、詳しくし知ったりすることが

覧回数が大幅に伸び、積極的に情報 できてよいという話を保護者からも聞いた。今後
発信ができた。学校だよりは定期的 も情報発信に努めてほしい。
に発行した。
学校の行事や授業等をテレビ局や

新聞社が取り上げ、放送されたり記
事になったりして情報発信できた。


